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１．労務トラブルの近況 ～「平成 19年度における個別労働紛争解決制度の利用状況」の発表～ 

7 月に東京都労働局より「平成 19 年度における個別労働紛争解決制度の利用状況」の発表がありました（都内の総合労

働相談コーナーに H19.4～H20.3 までに寄せられた相談を集計）。この相談のうち、労働基準法等の労働法上の違反を伴

わない民事上の個別労働紛争（個々の従業員と事業主との間のトラブ 

ル）にかかわる相談の総件数は 19,974 件であり、制度発足以来右肩上 

がりを続けています。 

相談内容の中でも「解雇」に関するものが 24.5％と最も多く、常に相

談割合の首位にあります。しかし、寄せられる相談件数全体の増加や、

「いじめ・嫌がらせ」「解雇・退職」関連だけではなく在職中の労働条件

に関わる相談も増えていることから、日々の労務管理においてもトラ

ブルが生じない配慮が引き続き重要であると言えるでしょう。 

２．保険の適用されない診療を受けるときに ～健康保険 「保険外併用療養費」について～ 

公的医療保険では、通常の保険の適用される診療を受けるときには一部負担分の支払ですみますが、保険が適用され

ない保険外診療がある場合には、保険が適用される部分の診療も含めて医療費の全額が自己負担となってしまい、保険

診療と保険外診療の混合は認められていません。 

しかし、保険外診療が厚生労働大臣の定める「評価療養」と「選定療養」の場合には、保険診療との混合が認められ、

｢評価療養｣と｢選定療養｣の技術料、サービス料の部分は全額自己負担になりますが、通常の治療と共通する部分(診察･

検査･投薬･入院等)の費用は一部負担分の支払ですみ、残りの額は｢保険外併用療養費｣として給付されます。 

｢評価療養｣は、先進医療や医薬品･医療機器の治験に係る診療などのいずれ保険適用される可能性があるかどうかを

評価されるもので、先進医療は画像支援ナビゲーション手術、固形ガンに対する重粒子線治療や生体部分肺移植術など

平成20年 7月現在 96種類が設定されています。｢選定療養｣は、特別な療養環境の提供(差額ベッド代を伴う入院)、予約

診療、時間外診療や制限回数を超える医療行為などの患者が希望して選択するものです。 

医療技術の進歩は目覚ましく、まだ承認されていない新しい治療法も｢評価療養｣、保険診療とどん 

どんステップアップして欲しいものですが、思わぬ副作用などの危険もありますので慎重にならなけれ 

ばいけない面もあります。また最近では、民間の新しい医療保険、ガン保険にも先進医療特約を付け 

られるものが多くなり、利用者の選択の幅が広がっています。 

３．夏期休業＆事務所移転のお知らせ 

あおぞら人事・労務サポートでは、８月１日付で事務所の移転を予定しております。そのため、7 月 28 日より、通常業務

と並行して、少しずつ移転準備をいたします。日常の業務に支障がない範囲で行いますが、万が一、電話回線等の切り替

え工事で、一時的にご迷惑をおかけする可能性もありますが、予めご了承くださいませ。 

こうして新事務所において新スタートできますのも、開業当初よりご高配くださいました 

会社様のおかげです。心より感謝するとともに、今後も一層精励いたします。 

新しい連絡先（電話、FAX、住所等）はまたあらためてご案内をさせていただきます。 

なお、今年の夏季休暇は８月 11日（月）～13 日（水）です。よろしくお願い申し上げます。 

● 編集後記 ●                         
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今年から始めた阿波踊り。８月９日 10 日の三鷹阿波踊りの本番に向けて練習もより
佳境に。女踊りは両手をずっと挙げたまま、高い下駄を履き、前傾姿勢で踊ります。
優雅に踊るその姿の裏には信じられないくらいの鼻緒部分の足の激痛と、両手の感覚
がなくなるほどのしびれ感が。後はその痛みを感じさせない笑顔を作り続けられるよ
う、最後の調整?!にはいっております。果たして２日間持つのだろうか…？（秋山） 
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平成19年度の個別労働紛争解決制度の利用状況 

●民事上の個別労働紛争相談件数…19.974 件 

●相談の内訳で全体※に占める割合の大きい内容 

解    雇      …5,706 件   24.5％ 
いじめ ・嫌がらせ …3,317 件   14.2％ 
労働条件の引下げ …3,009 件  12.9％ 
退 職 勧 奨    …2,158 件  9.3％ 
その他の労働条件 …2,459 件  10,5％ 
（懲戒、昇給・昇格、内定取消など） 
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